
安来市立伯太中学校だより      Challenge！考え行動する伯中生 

 

 

学校教育目標「自己を見つめ、他者と協働し、未来を拓く生徒の育成」 

                                   令和６年２月２０日号 

令和６年能登半島地震で被災された皆様、並びにご家

族の皆さまに心よりお見舞い申しあげます。 

伯太中生徒会は、被災された方に少しでもできること

をしたいと考え、募金箱を作って義援金の呼びかけを行

いました。２月５日から９日まで、登校時は生徒昇降口

で、放課後は地元コンビニエンスストア前で活動を行い

ました。呼びかけを行った生徒はすべてボランティアの

生徒です。 

たくさんのご支援を皆様よりいただきました。総額

39，606円は、日本赤十字社を通じて寄付します。 

被災された方のために 

一日一日を大切に 

３年教室の廊下には、卒業までのカウントダウンカレ

ンダーが飾られています。力作ぞろいです。 

卒業までの一日一日を、ともに大切にしていきましょ

う。 

３月５日・６日の 

公立高入試もファイト！ 

圧巻の作品ぞろい 

アルテピアで開催された、安来市小中学校合同作品展

「ふれあい広場」に、今年も多くの作品を出品しまし

た。毛筆、刺し子、切り絵など、近づいて細かなところ

まで見たくなる作品や、遠くから眺めたくなる作品、手

にとっていろいろな方向から見つめたい作品など、見ご

たえのある作品ばかりでした。 

新しいことに挑戦しながら、集中して学習に取り組ん

でいる様子が作品からよく伝わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

【生徒の感想より】 

● エコバッグと巾着袋作りを頑張りました。作る

のは大変でしたが、地域の方にミシンを教えて

もらいながらうまく作ることができました。 

● 今回の作品展では、切り絵に一番時間をかけま

した。細かいところが沢山あってとても楽しか

ったです。これからも作ろうと思います。 



私たちは、多くの人に支えられて生きています。 

また、私たちのいのちは、何年もつながれており、か

けがえのないものです。 

今年も島根県助産師会のご協力により、１年生を対象

に「いのちの楽習」を行いました。 

前半では、誕生日の意味、いのちのはじまり、胎児の

成長、妊娠経過、出産について学ぶことができました。 

妊娠経過の学習では、心音を比べたり、妊婦体験をし

たりしました。 

出産についての学習では、赤ちゃん人形を抱っこさせ

ていただきました。 

後半では、思春期の悩みと相談窓口について学び、助

産師さんからのメッセージと助産師さんへの質問コーナ

ーもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今年も大正屋醤油店様のご協力により、My醤油づく

りを行っています。先日、２年生は１年前に仕込んだ醤

油をしぼり、ボトルに詰めました。 

しぼりたての生醤油はフレッシュでとてもおいしいで

す。生徒は、地元豆腐店の豆腐にできたての醤油をか

け、味をみていました。 

１年生は、市内で生産された大豆を原料に醤油の仕込

みを行いました。１年後、成長した自分が成長した醤油

をしぼり、味をみるのが楽しみですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誕生日って、なぁに！ 

【生徒の感想より】 

● 塩の溶け残りがないようにボトルを振るのは大変で

した。班の人と作業を分担し、協力しながら仕込み

ができてよかったです。とても貴重な体験ができて

嬉しかったです。醤油ができるのが楽しみです。 

● 仕込んだ醤油は、週に２・３回振るといいというこ

とがわかりました。寒い時と暑い時で回数などが変

わるので、考えて気をつけていきたいです。 

My醤油できました 

【生徒の感想より】 

● 私だけでなくみんなも思い悩んでいると知って安

心しました。少しずつ大人になっていきたいで

す。 

● いのちが生まれるということはとても大変だけど 

とても素敵なことで、感動的なものだとわかりま

した。自分を大切にして、他の人を傷つけないよ

うにしたいです。 

● 助産師さんは、母親と同じくらい赤ちゃんのこと

を考えて、使命と誇りをもっておられると感じま

した。 

 

本校に入学予定の児童のみなさんが４月からの新生活を 

スムーズにスタートできるようにすることを目的として、 

２月２日に学校説明会を行いました。今年は、２年生有志７名による紹介と、ミニ研修「家庭で学ぶデジタルシティ

ズンシップ」も行いました。児童のみなさんから積極的な質問が寄せられ、担当生徒はていねいに回答していました。 

新生活のために 



 安来市小中学校では、長年、共通の「意識調査」を行

っています。 

 本校でも毎学期調査を行っており、この度、設問ウ

「授業に主体的に取り組んでいる」と、設問エ「授業が

よくわかる」について、２学期末の結果をお知らせしま

す。 

 また、12 月に行った県学力調査で、国数英の授業につ

いて「授業は理解している」という項目がありました。 

こちらも結果をお知らせします。 

設問ウ【「授業に主体的に取り組んでいる」】  

● 今年度１学期（７月）の調査結果と比較して、 

全学年において肯定的な回答が増加！ 

１年生：＋11.2％  

２年生：＋ 3.8％ 

３年生：＋13.4％ 

 

 ● １年生は、安来市中学校の平均値と比べて 

19.7％も高い！ 

 

設問エ【「授業がよくわかる」】  

● 今年度１学期（７月）の調査結果と比較して、 

  ２・３年生は肯定的な回答が増加！ 

   １年生：－ 5.5％ 

   ２年生：＋ 7.0％ 

   ３年生：＋ 8.3％ 

 

● １・３年生は、安来市中学校の平均値と比べて 

  高い！ 

   １年生：＋14.8％ 

   ２年生：－ 5.2％ 

３年生：＋ 8.5％ 

県学力調（１・２年のみ）【「授業は理解している」】  

 

● 国・数・英のそれぞれの授業について、１年生は

「理解している」と回答した生徒の割合が県平均と

比べて 13.6％多い！ 

 

 

 

 

12 月に実施した県学力調査の「生活行動・学習活動調

査」では、「文章を書くときは、覚えた漢字を使ってい

る」という項目がありました。本校では、１年生の

87.9％、２年生の 83.3％が肯定的な回答をしまし

た。 

「わからないことばがあれば、辞書を引いている」と

回答した生徒は、１年生が県平均を 29.1％も上回りま

した。 

 ものごとを理解したり、人に伝えたりする力を高める

ために、言葉を知り、漢字を使えるようにすることを大

切にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

      【２月 13日実施 １・２年生対象 

漢字大会 優秀者】 

       ※出題範囲：小６の漢字 191字 

 

● グループ対抗の部 

  １位 秋間・遠藤・小原・藤原チーム 

  ２位 上田・種平・布野・堀内・和田チーム 

  ３位 川上・多久和・藤原典・藤原翔・宮本チーム 

 

● 個人の部 表彰者 

  １年 田中倖太郎さん、八幡 直美さん 

  ２年 多久和桜音さん、長谷川ひよりさん、 

     藤原 桜希さん、布野 巧真さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業がよくわかる 

覚えた漢字を使う 

 漢字大会リベンジ問題 

       次の下線部を漢字で書こう！ 

①思いのホカ  ②薬のショホウ 

③ホキョウする ④船のモケイ 

⑤話のテンカイ ⑥シテツに乗る 

①外  ②処方  ③補強 

④模型 ⑤展開  ⑥私鉄 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１２日は 

たよりは生徒のみなさんが読んだら家の人に渡してください。伯中ホームページもチェック★ 

 第 53 期卒業生の卒業証書授与式を、本校体育

館で３月 12 日（火）に行います。 

 昨年度同様、在校生も全員式場に入ります。 

 卒業生保護者の皆様は、各家庭２名までの入場

とさせていただきます。 

● 受付場所 

 卒業生：生徒昇降口  

保護者：伯太中体育館 

● 受付時間 

 卒業生：９：１５～９：３０ 

 保護者：９：３０～９：４０ ご注意ください 

お力添えにより 

 先月 25 日は、積雪によりイエローバス運休と

なりました。臨時休業とし、本校職員で翌日生徒

を迎えるために雪かきをしていましたが、寺田教

育委員様が来てくださり、大変助かりました！ 

ありがとうございました。 

令和６年度部活動をお手伝いいただける方大募集 

 2/2 学校説明会で、入学予定の児童及び保護者に

次の説明をしています。ご確認ください。 

 

小学校では、ほぼ毎日、ドリルやプリントが「宿題」とし

て出され、自分で勉強のスケジュールを立てる必要が

あまりなく、指示されたことをこなしていた人が大半だ

と思います。中学校では、教科ごとに出される課題意

外にも、テストの準備、授業の予習・復習を行い、自分

に定着していないところを定着させる必要があります。 

中学校の宿題を正しく捉えよう（学校説明会資料より） 

提出を求められた課題をこなすだけの家庭学習をして

いると、気づいたら取り返しのつかないくらい苦手にな

っていたというパターンにはまり、テスト直前に一気に

復習しても追いつきません。 

「自分で自分に宿題を出す」ことをやっていきましょう。 

●教科書を読み直し、わかったことを声に出す  

●学校でやった問題を解き直す 

●副教材の問題に取り組む ●英単語や理科・社会

の用語をノートに書きながら覚える など 

 12 月に実施した保護者アンケートでは、部活動を指導する専門性や意欲について、「専門性も意欲もあ

る」、「意欲はあるが専門性はない」と回答された方が 25 名おられました。また、ボランティアとして参加

したいと思う活動について、「部活動（練習の手伝い）」をあげておられる方がいらっしゃいました。大変あ

りがたく感じております。 

 ご存じのように、公立中学校教員は部活動で採用されているわけではありませんので、専門性や選手経

験、指導経験の乏しい教員が部の担当となることがあります。また、勤務時間外の活動であり、休日は少額

の手当が支給されるものの、多くの教員が子の監護、親の介護、地域でのさまざまな役割などを果たしなが

ら、私的な時間を割いて生徒のために活動に携わっている状況です。 

 本校は生徒数が漸次減少傾向にありますが、生徒の部活動に対する意欲や、保護者の皆様の献身的な支え

があり、現段階ではできるだけ部の数を減らすことはしない方向での運営を考えております。部活動地域指

導者の皆様や保護者・地域の方々にご協力をお願いしながら、無理のない範囲で活動の充実を図っていきた

いと思います。 

 この度、各部活動を手伝っていただける方を募集いたしますので、希望されます方は、伯太中（37-1007）

までご連絡いただきますようお願いいたします。何卒よろしくお願いいたします。 


